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Ⅰ．緒言
看護師にとって働きやすい職場は、医療安全の保証 1）や質の高い看護の提供 2）3）に加え、
看護師の離職防止 4）5）に結びつく。そのため、働きやすい職場づくりに向けた看護職者の
関心は高く、この領域に関する研究は後を絶たない。その中でも、米国の研究者による職
場環境改善に向けた尺度開発 6）は、その数、質とも充実し、それら尺度の翻訳版を用いて
日本の看護師の職場環境が測定されることも多い。しかし、人間は、個人が所属する社会
経済的集団に影響を受け様々なことを知覚する 7）。そのため、日本の看護師が知覚する職
場環境の評価に向けては、日本の看護師の知覚を反映した尺度を用いることが有効である。
職場環境を測定する既存の尺度の多くは、病院の組織特性に着目し、主に管理者の視点
に基づき開発されてきた。看護管理者は、スタッフの評価や人事管理に責任を負うととも
に、病棟運営、看護業務の指導や監督などの業務を担う 8）。これに対し、スタッフ看護師
は管理者から評価や監督を受けつつ、患者への看護の提供を主務とする。これは、組織内
の立場や担う役割の相違が、職場環境に対する両者の知覚に相違を生じる可能性を示す。
そのため、スタッフ看護師の「働きやすさ」の評価に向けては、スタッフ看護師の視点に
基づく尺度が必要である。そこで、本研究は、職場の「働きやすさ」の評価に向け、スタッ
フ看護師の視点を反映した尺度の開発を目指す。本研究は、尺度開発の基盤に、筆者の修
士論文の成果である「『働きやすさ』を決定づける基準」9）を用いる。この基準は、スタッ
フ看護師が最も身近に知覚する「働きやすさ」、「働きにくさ」の質的帰納的研究を通し
て解明され、スタッフ看護師自身が関与する側面を多分に含む。このような基準を基盤に
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開発された尺度は、働きやすい職場の実現に向け、従来の管理者を中心とした組織的な努
力に加え、スタッフ看護師による参画を可能にする。
以上を背景とし、本研究は、「働きやすさ」を決定づける基準を基に、スタッフ看護師
が所属する看護単位の「働きやすさ」の評価に活用可能な尺度を開発し、働きやすい職場
づくりに向け尺度を用いた評価の有効性を検証することを目指す。
本研究の成果は、働きやすい職場づくりに資することを通して、看護師個々の職業継続
およびキャリア発達を支援し、その結果として質の高い看護の実現に貢献する。
Ⅱ．研究目的
病院に就業するスタッフ看護師が職場の「働きやすさ」の評価に活用可能な尺度を開発し、
働きやすい職場づくりに向け、尺度を用いた評価の有効性を検証する。
Ⅲ．用語の概念規定
１．スタッフ看護師
スタッフ看護師とは、我が国の保健師助産師看護師法の規定により免許を受け、患者へ
の看護を提供する者のうち、管理的な役割を担っていない者である。本研究は、このスタッ
フ看護師を病院に就業する看護職者に特定する。
２．職場
職場とは、看護師が患者に看護を提供し、なんらかの成果を産む過程を遂行する場所で
ある。本研究は、この職場を病院の看護単位に特定する。
３．「働きやすさ」を決定づける基準
「『働きやすさ』を決定づける基準」とは、職場において知覚される状況などに備わる
固有の特徴であり、看護師はこの基準を根拠として「働きやすい」あるいは「働きにくい」
を判断する。
Ⅳ．研究の全体構造
本研究は、次の２段階より実施した。
１．第１段階
「『働きやすさ』を決定づける基準」を基盤とし、質問項目を作成、尺度化する。内容
検討会とパイロット・スタディにより、尺度の内容的妥当性を検討する。全国の病院に就
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業するスタッフ看護師を対象に調査を実施し、収集したデータを用いて信頼性と妥当性を
検討する。
２．第２段階
働きやすい職場づくりに向け尺度を用いた評価の有効性を検証する。スタッフ看護師に
よる尺度を用いた評価結果に基づき、働きやすい職場づくりに向け、スタッフ看護師およ
び看護管理者、他職種個々に生じた知覚の変化を明らかにし、評価の有効性を検証する。
Ⅴ．第１段階：「職場の『働きやすさ』評価尺度－病院スタッフ看護師用－」の開発
１．研究方法
「『働きやすさ』を決定づける基準」に基づき38質問項目を作成、尺度化した。内容検
討会とパイロット･スタディにより尺度の内容的妥当性を確認した。次に、病院に就業す
るスタッフ看護師を対象に調査を実施した。１次調査への協力に承諾の得られた病院 81
に質問紙 1,118 部を配布した。また、２次調査は質問紙 297 部を配布した。クロンバック
α信頼性係数の産出、再テスト法により、尺度の信頼性を内的整合性、安定性の側面より
検証した。また、既知グループ技法による仮説の検証、理論的に予測される外的変数との
相関により、構成概念妥当性の証拠を累積した。
２．結果
１次調査の質問紙回収数は 605 部（回収率 54.1 ％）であり、有効回答 459 部であった。
対象者の臨床経験年数は、１年未満から 46年の範囲であり、平均 12.1年（SD=8.32）であっ
た。子供の有無は、子供がいる者 216 名、いない者 241 名であった。対象者の所属する病院
の設置主体や所在地、看護単位などは多様であった。対象者の尺度総得点は、54 点から 173
点の範囲にあり、平均 118.46 点（SD=20.39）であり、正規分布を示した。クロンバックα
信頼性係数は、0.935であった。また、再テスト法の第２回の返信 105部（回収率 35.4％）、
有効回答 50部であった。再テスト法の信頼性係数は、0.872（p<0.001）であった。
尺度の総得点の平均値が「離職意図のない群が離職意図のある群よりも有意に高い」
（t=9.18、p<0.001）など、５つの仮説全てを支持した。尺度総得点と病院に勤務する看護師
の「職務満足測定尺度」10）の総得点の相関係数 0.775（p<0.001）、「働きやすさ」の程度を問
う選択肢１から５への回答との間の相関 0.571（p<0.001）であった。
３．考察
クロンバックα信頼性係数 0.935、再テスト法の信頼性係数 0.872 より、尺度が内的整合
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性、安定性を確保していることを確認した。また、既知グループ技法および、理論的に予測
される外的変数との間に有意な相関を認めたことにより、尺度の構成概念妥当性の証拠を
累積した。
Ⅵ．第２段階：働きやすい職場づくりに向けた尺度を用いた評価の有効性の検証
１．研究方法
３病院４看護単位の職員を対象に調査を実施した。まず、スタッフ看護師に尺度を用い
て所属看護単位の｢働きやすさ｣の評価を依頼した。次に、スタッフ看護師による評価結果
に基づき、当該看護単位の看護職者や協働する他職種個々に生じた知覚の変化を表す発言
あるいは記述をフォーカス・グループ･インタビュー、個別面接、質問紙により収集した。
収集したデータを質的帰納的に分析し、尺度を用いた評価結果に基づき「働きやすさ」に関
わる知覚の変化を明らかにした。次に、明らかになった知覚の変化が、文献に基づき抽出し
た２つの基準を充足するか否かを確認した。この結果を用いて、看護単位毎に２つの基準の
充足状況を確認した。
第１基準は、働きやすい職場づくりに向け尺度を用いた評価結果に基づき、対象者に生じ
ることが期待される内容６種類への発言あるいは記述の該当の有無であった。第２基準は、
行動変容を予測するために必要な能力獲得の有無の観点より、教育目標分類学の認知領域「応
用」レベル 11）、情意領域「反応」レベル 12）に設定した。
２．結果
収集したデータを質的帰納的に分析した結果、スタッフ看護師による尺度を用いた評価結
果に基づき「働きやすさ」に関わる知覚の変化を表す 65 カテゴリが形成された。65 カテゴ
リには、【「働きやすさ」の状況の強化に向けて、自身の立場から取り組めることを具体的に
見出す】、【「働きやすさ」の維持・向上に向けた意欲を示す】などが含まれた。65 カ
テゴリと２つの基準を照合した結果、65 カテゴリのうち 61 カテゴリ（93.8 ％）が、第１
基準：発言内容６種類のいずれかに該当した。また、61 カテゴリが、第２基準：発言レ
ベルを 100 ％充足した。次に、この結果を用いて看護単位毎に２つの基準の充足状況を確
認した結果、４看護単位中２は、２つの基準共に 100％、残る２看護単位は、第１基準 67％、
第２基準 100％を充足した。
３．考察
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尺度を用いた評価結果に基づき対象者に生じた「働きやすさ」に関わる知覚の変化を表す 65
カテゴリのほとんどが基準を充足した。また、看護単位毎に基準の充足状況を確認した結
果、４看護単位中２看護単位は２つの基準共に 100％、残る２看護単位は第１基準 67％、
第２基準 100％を充足した。以上は、尺度を用いた評価が働きやすい職場づくりに向け一
定の効果をもたらすことを示唆した。
Ⅶ．倫理的配慮
日本看護教育学学会研究倫理指針 13）に基づき倫理的配慮を行った。また、千葉大学大
学院看護学研究科倫理審査委員会より承認を得た後に実施した。
Ⅷ．結論
１．「職場の『働きやすさ』評価尺度－病院スタッフ看護師用－」の信頼性と妥当性
クロンバック α 信頼性係数 0.935、再テスト法の信頼性係数 0.872 であり、尺度の信頼
性が内的整合性、安定性の側面より確認された。また、内容検討会およびパイロット・ス
タディを実施し、尺度の内容的妥当性を確保するとともに、既知グループ技法による仮説
の検証、理論的に予測される２つの外的変数との有意な相関の確認により、尺度の構成概
念妥当性を示す証拠を累積した。
以上より、「職場の『働きやすさ』評価尺度－病院スタッフ看護師用－」は、信頼性と
妥当性を確保している。
２．働きやすい職場づくりに向け尺度を用いた評価の有効性
スタッフ看護師、看護管理者、他職種計 32 名の知覚の変化を表す発言内容および記述
を分析した結果、スタッフ看護師による尺度を用いた評価結果に基づき「働きやすさ」に
関わる知覚の変化を表す 65 カテゴリが形成された。65 カテゴリのうち 61 カテゴリ
（93.8％）が、第１基準：発言内容６種類のいずれかに該当した。また、61カテゴリが、
第２基準：発言レベルを 100％充足した。これらにより、尺度を用いた評価結果に基づき、
看護職者および協働する他職種個々が生じた知覚の変化を表す発言あるいは記述の多く
が、働きやすい職場づくりに結びつく行動変容を予測することを確認した。
１）の結果を用いて看護単位毎に基準の充足状況を確認した結果、４看護単位中２看護
単位は２つの基準共に 100 ％、残る２看護単位は第１基準 67 ％、第２基準 100 ％を充足
した。これらにより、尺度を用いた評価が、働きやすい職場づくりに向け一定の効果を示
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